
船舶事故調査報告書 

令和８年２月２５日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突 

発生日時 令和７年６月１８日 ２１時２０分頃 

発生場所 兵庫県姫路
ひ め じ

港飾磨
し か ま

区 

 飾磨東防波堤灯台から真方位１５５°６２０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°４５.５′ 東経１３４°３９.３′） 

事故の概要  貨物船誠
せい

隆
りゅう

丸は、船首を北西方に向けて錨泊中、また、漁船漁
りょう

福
ふく

丸は、北西進中、両船が衝突した。 

事故調査の経過 令和７年６月２４日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 誠隆丸、２６４トン 

   １４１８５６、日栄運輸有限会社（Ａ社） 

Ｂ 漁船 漁福丸、４.９トン 

   ＨＧ３－４３３３７（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、四級（航海） 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 Ａ なし 

Ｂ 軽傷 １人（船長Ｂ） 

 損傷 Ａ 船尾部に擦過傷 

Ｂ 船首部に擦過傷、船首部防舷材に欠損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 ほとんどなし、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過  Ａ船は、船長Ａほか３人が乗り組み、鋼材７４９ｔを積載し、荷役

待機の目的で、２１時００分頃、兵庫県姫路市中島南方沖において船

首を北西方に向け、左舷錨４節半を投入して錨泊した。Ａ船は、錨泊

中の法定灯火として船首マスト及び船尾に白色全周灯を点灯してい

た。 

船長Ａは、錨泊後に停泊当直についたが、船橋内で書類整理を行っ

た後、接近する他船が法定灯火を表示して錨泊しているＡ船を避けて

くれると思い、周囲の安全を確認することなく降橋した。 

船長Ａは、一度自室に戻り、その後食堂に向かっていたところ、 

２１時２０分頃に衝突音を聞いた。船長Ａは、後部甲板に出て船尾方

を見たところ、Ｂ船がＡ船の船尾部に衝突したことに気付いた。 

船長Ａは、本事故の発生を海上保安庁に通報した後、Ａ社担当者に

連絡した。 

Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、法定灯火を表示し、姫路市家島

北方沖での底引き網漁を終え、同市須加
す か

の係留地に向けて後部甲板上



で漁具の片付け作業を行いながら帰航を開始した。 

船長Ｂは、中島南方沖において、後部甲板上でリモコンの自動操舵

のダイヤルを回して飾磨東防波堤灯台と飾磨西防波堤東灯台との間の

港の入口（以下「本件港口」という。）に向けて、約２～３ノットの

対地速力でＢ船を北西進させた。 

船長Ｂは、本件港口にＢ船を向けた際、前路で錨泊しているＡ船の

船尾の白い灯火を目視で認めたが、Ｂ船は低速力で航行しておりＡ船

の位置に到達するまでまだ距離があると思い、船首方の見張りを行っ

ていなかったところ、Ｂ船の船首部がＡ船の船尾部に衝突した。 

船長Ｂは、衝突の衝撃で転倒して胸部を負傷した。 

船長Ｂは、Ｂ船を自力で操船して係留地に帰航させた後、救急車に

よって病院に搬送され、左外傷性気胸、左第８－９肋
ろっ

骨骨折と診断さ

れた。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

分析 Ａ船は、法定灯火を点灯して船首を北西方に向けて錨泊中、船尾部

とＢ船の船首部とが衝突したものと考えられる。 

船長Ａは、停泊当直中、接近する他船が法定灯火を表示して錨泊し

ているＡ船を避けてくれると思い、見張りを行うために必要な船橋当

直態勢を確保しないまま船橋を無人としたことから、船尾方から接近

するＢ船に気付いていなかったものと考えられる。 

Ｂ船は、北西進中、船長Ｂが、前路で錨泊しているＡ船に接近する

までまだ距離があると思い、後部甲板で漁具の片付け作業を行ってい

て船首方の見張りを行っていなかったことから、Ａ船に接近している

ことに気付かず、Ａ船と衝突したものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、Ａ船が船首を北西方に向けて錨泊中、Ｂ船が北西

進中、船長Ａが、見張りを行うために必要な船橋当直態勢を確保しな

いまま船橋を無人としたため、また、船長Ｂが、船首方の見張りを

行っていなかったため、両船が衝突したものと考えられる。 

再発防止策 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、錨泊時においても、船橋当直体制を確保し、周囲の見張

りを行うこと。 

・漁船の船長は、航行中、常時、目視及びレーダーによる見張りを

適切に行い、操船に専念して甲板上での作業等を行わないこと。 

 

  



付図１ 事故発生経過概略図 
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